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　平成28年4月に副院長として着任いたしました。りつりん病
院には、急性期一般病棟、回復期リハビリテーション病棟、地域
包括ケア病棟という機能の異なる病棟があることは予習して
いました。着任して、ここにはこれらの機能をうまく組み合わ
せて患者様の社会復帰を実現するという完結型のシステムが
あり、スタッフそれぞれが、実にフットワークよく活き活きと役
割を果たしていることを知り、りつりん病院のポテンシャルの
高さを感じています。私はこのようなりつりん病院の一員とし
て受け入れていただいたことにとても感謝しています。
　私の当面の課題は、まず、診療面では、一緒に香川大学病院
から転勤してきた石原靖大先生、石原尚子先生と共に、循環器
内科をリニューアルして、心不全や不整脈の診療、循環器画像
診断、生理機能検査を拡充し、心大血管疾患リハビリテーショ
ンを開始することです。できるだけ工夫して経費をかけずに、
各部局のご支援を得ながら一日も早く軌道に乗せ、信頼される
循環器内科にしたいと思います。同時に、特に当院では必須の
総合内科、さらには総合診療の充実に貢献したいと思います。

　また、管理者の一員として、病院経営に参加する機会を得た
ことに対しては身の引き締まる思いです。前の職場では、医学
部教育、研究のほか、循環器内科長、病院運営委員会、社会保
険委員会、DPCコーディング委員会、薬事委員会などの委員を
務めておりました。その経験を活かして、少しでもお役に立て
ればと思います。5月からは薬事委員会の委員長を担当させて
いただくことになりました。診療、安全、経営にも直結する薬事
を通じて、提案して参りたいと思います。
　また、りつりん病院における日々の取り組みから、医療者や
社会に向けて、発信できる新たな知見が得られる可能性を感じ
ています。ＪＣＨＯ学会などで発表できるよう、その機会も着実
に捉えていきたいと思います。
　さて、高松市と私鉄琴電は、2019年には、県央を南北に縦断
する琴平線の三条―太田駅間にバスターミナルを備えた新駅
を作り、栗林公園駅―仏生山駅間を複線化するとのことです。
栗林公園駅に接したりつりん病院へのアクセスが良くなり、都
心から郊外まで当院のカバーエリアが拡大するチャンスが到
来します。
　今流行のアドラーではありませんが、人にどう見られるかで
はなく、人のために何が出来るかを考えながら、ＪＣＨＯりつり
ん病院の一員としてそのダイナミズムに乗って、社会に貢献で
きるよう邁進したいと思います。皆様、何卒宜しくお願い申し
上げます。

着任の挨拶

副院長　大森 浩二

蓮（栗林公園）
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　在宅医療への移行と生活を基盤にマネジメントできる人材育成を目的に高松市医師会が主体
で高松市在宅医療コーディネーター研修会が開催されました。
　病院・診療所から在宅に移行する患者・家族のために、医療機関と介護サービスとの橋渡しを
行い退院後も住みなれた地域で安心して暮らすことができるようにコーディネートするための
専門的知識を習得する養成研修を修了しました。患者、家族の心に添える支援をしていきたいと
思います。

医療ソーシャルワーカー　一ノ瀬　郁子

在宅医療コーディネーター

　『看護の日』は、近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲールの生誕日で
ある5月12日に制定されました。その週の日曜日から土曜日までを『看護週
間』とし、気軽に看護にふれて頂けるように各病院等で、様々なイベントが催
されています。
　今年は、「看護の心をみんなの心に」をテーマに、当院では認定看護師や訪
問看護スタッフよる無料相談やフレッシュな新入看護師にて
PR活動の一環として絆創膏・ポケットティッシュの配布を行
いました。
　患者様からは沢山の笑顔がみられ、【看護師】という仕事を
あらためて知って頂く良い機会になりました。

第4回  病診懇話会
寄贈ありがとう
ございました

　鎌田郁雄様より、リハビリ室へ『レッグプレス
GX-310』を寄贈していただきました。　
　座る、しゃがむ、立ち上がる、立位保持、歩行
等の日常生活に必要な下肢の抗重力筋群を強
化する機器で、対象の患者さんに活用していた
だきたいと思います。
　今回は貴重な機器を
寄贈していただき、
誠にありがとうござ
いました。今後もよ
り良い医療を提供で
きるよう邁進してい
きます。

　平成28年5月9日（月）、当院本館3階会議室にて第4回病診
懇話会を開催いたしました。
　4月より循環器内科がリニューアルしたことに伴い、着任し
た循環器内科医師3名による挨拶から始まり、その後、放射線
科部長 福永医師による「当院における画像診断の現状につ
いて」をテーマとした講演を行いました。
　今回は院外より42名という前回を上回る大勢の先生方に
ご参加いただき、盛況のうちに
終えることができました。あり
がとうございました。
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【材　料】（2人分）
1人分 460kcal　蛋白質 11ｇ　　塩分 4.3ｇ
・そうめん  160ｇ
・茄子  2本（160ｇ）
・ミニトマト 10個　 ・オクラ　　　4本
・卵 1個
・みょうが、白ねぎ、青ねぎ、大葉など
　　 ・うすくち醤油 大さじ2
　　 ・酒  大さじ1
　　 ・みりん  大さじ1
　　 ・かつお出汁 300cc

2人でワンコインレシピ

茄子そうめん

A

【作り方】
❶茄子は縞に皮をむき水にさらしてアクをとる。
❷オクラはゆでて食べやすく切る。
❸茄子とミニトマトをさっと素揚げにする。
　（ミニトマトは油がはねやすいのでごく短時間で）
❹ミニトマトの皮をむく。
❺薄焼き卵を作り細く切る。
❻みょうが、白ねぎ、青ねぎ、大葉など好みの薬味を用意する。
❼Ａの調味料を煮立て出汁を作り冷ます。出汁の味は好みで調整する。
❽素麺をゆでて冷水にとって冷ます。
❾器に盛り付ける。

　蒸し暑い日には喉越しの良い冷たい麺が食べやすく麺類だけ
で食事をすませがちです。甘辛く炊いた茄子の煮物にそうめんを合わせた「茄子
そうめん」は、栄養バランスも考えた香川県の郷土料理です。
　今年の夏はトマトや香味野菜も加えて、うす味でもおいしく食べれる「茄子そ
うめん」はいかがですか？ゆでたエビや蒸した豚肉を入れるとさらに栄養バラン
スが良くなります。

　りつりん病院3階事務室には「総務企画課」「経理課」の2つの事務部門があり、それぞれの部門では
次のような仕事を行っています。

○職員勤務勤怠の管理
○職員の給与・賞与
○職員出張の管理
○職員の採用・退職
○職員の福利厚生の管理
○院内各部との連絡調整

○社内・外郵の配布
○電話交換
○防災関係（消防訓練の実施等）

　総務・経理の業務は、上記業務内容のとおり、かなり幅広い業務を行っております。
病院運営の歯車がスムーズに動き、職員が働きやすい環境を整備することなど、総合
的な仕事を引き受ける便利屋さんとして、「縁の下の力持ち」となることを目標に努
めています。

総務企画課・経理課第８回目

○現金預金取引の管理（診療費の受け入れ、取引先への
支払等出納）

○予算・事業計画、月次・年度末決算事務
○契約関係事務
○医薬品・医療材料等の購入
○設備機器管理業務
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外 来 診 療 案 内
午前／８：３０～１１：３０　午後／１２：４５～１６：３０
当院では全診療科で予約診療を行っております。
診療科によっては受付時間が異なります。午後の診療は手術・検査等によっては出来ない場合があります。

私たちは、患者様にやさしい総合病院を目指します。

１．急性期医療に徹し、診療各科及びかかりつけ医との連携を強めます。
２．地域住民との交流を図り、新たな疾病予防や健康づくりの情報を提供します。
３．常に自己研鑚に励み、良質かつ安全な医療を提供します。

土・日・祝日及び年末年始　　　　　　　　 午後１時～午後８時（平日）　午前１１時～午後８時（土日祝） 

受付時間

休 診 日 面会時間

りつりん病院の 理 念

りつりん病院の 基 本 方 針

内 科 午 前

午 前

午
前
午
後

午 前

午 前

午 前

一般外来

専門外来（予約制）
一般外来

午 後

午 後

午 前
午 後
午 前

午 前

午 前

午 後

午 前
午 後

午 後

午 後
午 前
午 後
午 前
午 後

午 後

午 後
緩和ケア外来

外 科

小 児 科
各種予防接種
（要予約）
月～金曜日

脳 神 経 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科

婦 人 科

眼 科

放 射 線 科

麻 酔 科
歯 科

耳鼻いんこう科

整 形 外 科
リハビリテーション科

（糖 尿 病 教 室）

循 環 器 科

呼 吸 器 科

月診　療　科　目 火 水 木 金

※担当医は変更となる場合がありますのでご了承ください。

（は や し）　 林　 （やまのい）山 ノ井 （は や し）　 林　 （は や し）　 林　 （やまのい）山 ノ井
（よ し だ）吉 　田 （よ し だ）吉 　田 （やまのい）山 ノ井 （よ し だ）吉 　田 非常勤医師

非常勤医師 （ た だ ）多 田 （ た だ ）多 田 （おおもりこうじ）大森浩二非常勤医師
非常勤医師

非常勤医師

（は や し）　 林　（おおもりこうじ）大森浩二 （よ し だ）吉 　田 （やまのい）山 ノ井 （ た だ ）多 田

非常勤医師

検査・予約

非常勤医師
検　　査

（まつうら）松 　浦 （まつうら）松 　浦 （まつうら）松 　浦 （まつうら）松 　浦 （まつうら）松 　浦

（いしはらなおこ）石原尚子 （おおもりこうじ）大森浩二 （いしはらやすひろ）石原靖大
（いしはらやすひろ）石原靖大

（いしはらなおこ）石原尚子

（す ず き）鈴 木 （くにかた）國 方 （す ず き）鈴 木 （くにかた）國 方
こころの外来喘　　息 こころの外来・乳児検診

（ま え ば）前 場 （ふ じ た）藤 田 （いんどう）因 藤 （ま え ば）前 場
（ ほ り ）　 堀　 （たけうち）竹 内 （ ほ り ）　 堀　 （ふ じ た）藤 田 （たけうち）竹 内
（いんどう）因 藤 担当医 手　術

（13：30～15：00）要予約
（た む ら）田 村 （た む ら）田 村
（た な か）田 中 （た な か）田 中 （た な か）田 中

（た む ら）田 村 （た む ら）田 村 （た な か）田 中
第1･3・5週

第 2･4 週

田 中
川 田

（か わ だ）川 田
（か わ だ）川 田 （か わ だ）川 田 （か わ だ）川 田 （非常勤医師）谷 野

手 術 ・ 検 査

手 術 ・ 検 査

（もりさき）森 﨑 （もりさき）森 﨑 （もりさき）森 﨑 （もりさき）森 﨑 （もりさき）森 﨑
非常勤医師
非常勤医師
非常勤医師

非常勤医師
非常勤医師

非常勤医師

非常勤医師非常勤医師

手術・検査

休　診 （もりさき）森 﨑 休　診 非常勤医師

（おおはし）大 橋 （おおはし）大 橋 （さかもと）坂 本（さかもと）坂 本（さかもと）坂 本
（さかもと）坂 本 （さかもと）坂 本（おおはし）大 橋（おおはし）大 橋 （おおはし）大 橋

（うつのみや）宇 都宮 （うつのみや）宇 都宮 （うつのみや）宇 都宮 （うつのみや）宇 都宮
（うつのみや）宇 都宮 （うつのみや）宇 都宮 （うつのみや）宇 都宮 （うつのみや）宇 都宮

（ふじむら）藤 村
（ふじむら）藤 村 （ふじむら）藤 村 （ふじむら）藤 村 （ふじむら）藤 村
（み よ し）三 好 （み よ し）三 好 （み よ し）三 好 （み よ し）三 好

手　術 手術・検査

手術・検査

手　術 手術・検査 検　査

検　査
（く や ま）久 山 （く や ま）久 山 （く や ま）久 山 （く や ま）久 山 （く や ま）久 山
（く や ま）久 山 （く や ま）久 山 （く や ま）久 山
（ふくなが）福 永 （ふくなが）福 永 （ふくなが）福 永 （ふくなが）福 永 （ふくなが）福 永
（ふくなが）福 永 （ふくなが）福 永 （ふくなが）福 永

担当医 手　術 担当医 手　術 担当医 手　術

小　西 （こにし）　神経ブロック ・ 外来 ： 要予約 
吉　本（よしもと）　顎関節症・障害者歯科・口腔外科

（おおもりこうじ）大森浩二


